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Sample SEM analyses
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• 三つの会社が製造したコンデンサーについて環境試験（⾼度、低温、⾼度湿度、熱衝撃、振動試
験）、内部構造分析を⾏う。
• 三つのコンデンサーの内部構造には差がない。
• A社のコンデンサーが環境試験による特性変化が一番小さい。すなわち、外部環境のストレスに一
番強いと言える。
• C社のコンデンサーは⾼度環境と熱衝撃環境に相対的に弱い。
• B社のコンデンサーは⾼度湿度環境に相対的に弱い。
• 高温試験によるCapacitanceの変化はA社の製品が一番小さい。(A<B<C)
• 低温試験によるCapacitanceの変化はA社の製品が一番大きい。(B=C<A)
• ⾼度湿度試験によるCapacitanceの変化はA社の製品が一番小さい。(A<C<B)
• 熱衝撃試験によるCapacitanceの変化はB社の製品が一番小さい。(B<A<C)
• 振動試験によるCapacitanceの変化はB社の製品が一番小さい。(B<A=C)

【KETI試験験験験結果考察】
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KETI試験結果の考察

■フィルムキャパシタ各種試験結果比較

KETIにて実施しましたMPPフィルムキャパシタ製品3社の各種試験結果を比較して纏めまし

た。特に大きな問題は散見されず性能/品質は安定していると推測できます。
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KETI試験結果の考察

①SEM観察/成分分析について:PILKOR製品

同社のSEM観察より、若干の異物混入が確認されました。それら成分を分析した結果.それ

ら異物は” Zn(亜鉛)” が主成分と判明しました。これは酸化金属として亜鉛を使用しており

その残滓の一部が拡散したもので、性能的問題は無いと考えます。




